
◆授業及び研究指導計画 

 

 （教育方法）  

第９条 研究科の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（博士前期課

程の学生については，大学院学則第３６条の規程に基づき，教授会において適当と認めら

れた特定の課題についての研究の成果を持って修了要件とする場合にあっては，当該研究

に対する指導とする。以下「研究指導」という。）によって行うものとする。 

 

 （教育方法の特例）  

第１０条 研究科において教育上特別の必要があると認めるときは，夜間その他特定の時間

又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができ

る。 

２ 前項の取扱いについては，別に定める。 

 

 （授業科目及び履修方法） 

第１２条 研究科の授業科目及びその履修方法は，別表に掲げるとおりとし，履修する授業

科目は，あらかじめ指導教員の指示を受けるものとする。 

２ 学生は，履修しようとする授業科目につき，所定の履修届をあらかじめ指定された期日

までに提出しなければならない。 

３ 前項の期日までに履修届を提出しない者は，履修を認めない。ただし，特別の事情があ

る場合には，履修を認めることがある。 

４ 研究科における研究指導については，別に定める。 

  

（長期にわたる教育課程の履修） 

第１３条 学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間にわ

たり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，研究

科長は，教授会の議を経て，長期履修学生としてその計画的な履修（以下「長期履修」と

いう。）を許可することがある。 

２ 長期履修の取扱に関し，必要な事項は，別に定める。 

 

 （授業の方法） 

第１４条 授業の方法については，大学院学則第９条の規定を適用する。 

 


